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	１．背景
	火星での長期滞在には、水やエネルギーの確保が重要である。しかしながら火星は地球から遠くはなれているため、地球からの物資に頼ることはできない。従って、地球からの支援なく長期滞在を行うためには、火星資源の有効利用が必須である。火星環境の特徴として、大気中のCO2濃度が高い点が挙げられる。この豊富なCO2からエネルギー資源を作り出すことができれば、火星長期滞在のエネルギー問題を克服することが期待できる。そこで本研究では、火星大気中に含まれるCO₂から微生物を利用して、人間の生命維持活動に必要不可欠...
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